
7/14（火）A 地域支えあい活動 井戸端会議 

 

●参加者：23 名 

〇主に新型コロナウイルス禍での支えあい活動や自治会活動、単位ゆめクラブの活動の状

況や今後の対策について 

〇現在、活動を開始した上島の「ささえあい準備会」円中長生会のささえあいの現状につい

て 

地区 ささえあいの様子 新型コロナ禍 

岡野  敬老会に関して、今年度どうすべきか

検討している 

 

金井島 ・自治会で月 1 回開催している未就

園児親子の交流会 

・福祉部の行うサロン 

 

→3 月から活動は停止 

 

→中止している 

敬老会に関しても中止の予定だが、

80 歳以上にお祝いの品を考えてい

る。 

上延沢 ・自治会と協力して「ふれあい会」と

いうサロンを行っている。 

 

 

・災害時要援護者は 15 名ほどいる

・民生委員としての見守り活動訪問

活動の中から、さらに独居高齢者の

情報を得られたりする。 

→責任が持てないのでサロンを開催

する判断には至っていない。 

・自治会館の利用において、感染予防

はとても大変であると感じる。 

 

→手紙でのやりとりを行っていた。 

下延沢 ・いきいき健康体操（月 1 回開催）

 

 

・認知症サポーターで近所の認知症

の方の見守りをしている（五人会）。

旅行に行ったり、お茶飲み会などを

行っている。 

・災害時要援護者を民生委員や福祉

部で事前に顔を合わせて支援してい

る。向こう 3 軒両隣。 

 

→9 月まで中止の予定だが、指導員だ

けで酒田神社を使って体操の予行練

習を行った。 



 

円中 【円中長生会】 

・年 4 回誕生日会 

 

 

・卓球・太極拳 

・絵画 

・カラオケ 

 

 

・ささえあい活動について 

3 名行っていたが、施設入所や家

族が遠慮されるなどの事で現在は休

止中。 

→7/22（水）民生委員と友愛チー

ムで意見交換会（社協も参加） 

 

【自治会】 

・町や自治会の情報収集手段は月 1

回自治会ニュースや回覧。 

・自治会費の徴収などの時に、近隣

の情報なども得られる。 

 

 

→5 月、8 月は中止 

お祝いの品などは個別に訪問して渡

す。 

→お休み 

→喋らずに行えるので再開した。 

→マイク部分に使い捨てカバーを使

用して再開。電話にて感染予防に対し

て、自己責任でと説明している 

 

上島 自治会館を利用している団体 

・子ども部 

・いきいき健康体操 

・カラオケ 

・コーラス 

・紫水連 

 

情報の伝達には自治会広報を利用し

ている。 

民生委員は訪問の中から、情報収集

を行っている。地域に馴染んでいる

人が、関わりの中からさらになじみ

の人を増やしていくのでは。 

10 人以上の集まりは禁止している。

→8/25（旧七夕）に短冊をかざり、

線香花火で交流を行う予定。 

 

 

→打ち合わせ等では利用 

 

★支えあい活動で感じている問

題 

・家族に申し訳ないと言われた

り、目立たせたくないという思

いがあるよう。 

・見守り声かけの難しさ 

・介護サービスなどに繋がって

いる場合に必要なのかどうか 

・買い物支援であれば、シルバ

ー人材センターでも行える。そ

ちらに頼んだ方が気楽なのでは

ないか 

★上島支えあい準備会 

3 ヶ月に 1 度話し合いを行う 

ささえあいの方向性を 26 組の組

長の協力も得ながら話合ってい

る。 

組長には現在気になる対象者が



 

 

 

 

 

 

 

 

 

いるのかを聞き取り中。 

★上島支えあい連絡会 

上島で活動する各種団体の代表

に声をかけ意見交換かを行って

いる 



7/21（火）B 地域支えあい活動 井戸端会議 意見集約 

 

●参加者：25 名 

〇4 つのグループに分け、6 名～7 名で地域での支えあい活動や住民主体の支えあい活動

について情報交換や意見交換等を行った。 

 

グループ メンバー 話し合いの内容 

Ａ 宮 台 1 名 

中家村 2 名 

牛 島 1 名 

榎本 1 名 

宮台：福祉部が主体で手作り弁当を作り、会食を行っている。

世代交代をしても続いている。交代の時は大変であっ

た。 

中家村：おたがいさまネットは要望が少ない。困っている方は

いられると思うが、頼みにくいのか。 

※共通して 

各自治会、入会する方がなかなか増えないことが課題 

自治会・子供会・老人会どれも役が回ってくることが苦痛のよ

う。 

Ｂ 中家村 2 名 

下 島 1 名 

牛島２名  

パ レ ッ ト ガ

ーデン 1 名 

中家村：おたがいさまネットの活動について話題が集中して

いた。困ったこととして、体調不良の方からの連絡の

際には緊急を要する事態だったという事例。緊急の

際は民生委員や社協への橋渡し等も行う。 

パレットガーデン： 

    子育て支援の一環でＡＳＯＢＩ隊の活動を行ってい

る。広報にも載った。お年寄りに遊びや工作の指導を

お願いしている。子ども 15 名前後＋親。長期休み

に集中して行う。 

※新型コロナに対する対応について 

パレットガーデン： 

自粛期間になにか困ったことはありませんか 

と、アンケートを出した。社協だよりは参考 

なった。 

牛島永楽会： 

  全員高齢者なので少しでも危ないと判断した場合は行事

を中止している。会全体の行事は 9 月まで中止している。

自宅待機の中で、室内運動を勧めている。 

中家村：自粛続きストレスがたまっていることもあり、カーレ

ットとお茶飲み会は予防を徹底した上で開催。 



Ｃ 牛 島 1 名 

中家村 2 名 

榎 本 1 名 

下島 1 名 

榎本（榎美会）：60～70 代の方の入会が少ない。80 代の会

員が多く、80 代の方が 80 代を世話している。 

    90 歳からは会費が半額。 

    友愛チーム訪問は若い方（同居の子ども）が断る。

下島：老人会は自治会の中に入るため会費なし。 

   老人会に新しく入っても輪には入れずやめてしまう人

もいる。 

牛島：昨年度から老人会と福祉部の交流を持つようにした。福

祉部と老人会の行事が重ならないようにした。 

   新型コロナのため、サロンなどが行えないので 75 歳

以上 150 件訪問できたら良いと思っている。 

 

※老人会に来られないかたへの対応 

下島：全員に手紙 

榎本：回覧 

 

※孤立しないようにするためには、、、。 

Ｄ 中家村 2 名 

みなみ 1 名 

下島 1 名 

牛島 1 名 

宮台 1 名 

高齢者の把握について 

 ・個人情報の関係も有り把握が難しいが、民生委員に情報が

入ってくることはある。 

 ・組長がその組の実情を知っているが、若い人の場合には日

中いないので難しい。 

中家村の生涯学習部の活動について 

  毎月土曜日に宵の口サロン（カラオケ・飲酒）散歩など

福祉部について 

 ・どの地区も部員は女性が多く、福祉部主催の行事には女性

が多い。 

 ・福祉部員の入部が難しい。 

 ・宮台：部員 20 名  

 ・年齢が高くなったため 20 名が総入替 

 ・民生委員は自動的に福祉部員となるのか？ 

   牛島：部員 16 名 民生委員は福祉部員 

   中家村：民生委員は福祉部員 

   下島：民生委員と福祉部員は重複しない 

   

 

全員が納得する様なことはない


